
特
集
・
横
浜
の
地
下
③

地
盤
沈
下
の
現
状
と
対
策

亀
山
建
一

は
じ
め
に

　
地
下
水
は
恒
温
・
良
質
な
水
で
、
簡
単
な
施

設
で
採
取
で
き
た
た
め
生
活
用
水
源
と
し
て
古

く
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ

る
近
代
産
業
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
水
が

地
下
深
層
部
か
ら
の
揚
水
技
術
の
進
歩
と
経
済

的
か
つ
安
定
し
た
供
給
源
で
あ
る
と
い
う
観
点

か
ら
地
下
水
に
着
目
さ
れ
、
単
に
利
用
資
源
と

し
て
の
認
識
の
上
で
大
量
に
揚
水
・
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
表
１
１
は
昭
和
五
十
年
度

に
お
け
る
わ
が
国
の
地
下
水
利
用
状
況
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
地
下
水
は
生
活
の
基
盤
で
あ
る
大
地

の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
ま
た
自
然
界
に

お
け
る
水
循
環
系
の
一
部
を
な
す
も
の
で
、
い

わ
ゆ
る
涵
養
量
を
超
え
る
過
剰

の
揚
水
等
の
人
為
的
変
革
は
地

盤
沈
下
等
の
地
下
水
障
害
を
ひ

き
起
す
に
至
・
つ
た
。
大
正
～
昭

和
の
初
期
に
か
け
て
、
東
京
・

江
東
地
区
、
大
阪
西
部
に
端
を

発
し
た
地
盤
沈
下
は
、
そ
の
進

行
に
伴
っ
て
、
建
造
物
の
損
壊

や
高
潮
被
害
を
生
じ
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
、
地
盤
沈
下
防

止
の
た
め
に
は
地
下
水
採
取
規

制
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
広
く

認
識
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
代
に

な
っ
て
工
業
用
地
下
水
を
対
象

と
し
た
「
工
業
用
水
法
」
、
冷

表―１　わが国の地下水利用状況

一
―
は
じ
め
に

二
―
地
下
水
と
地
盤
沈
下

三
―
本
市
の
地
盤
沈
下
の
影
響

四
―
地
盤
沈
下
の
対
策

五
―
お
わ
り
に
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図―１　日本列島における水の収支決算（柴崎･中原1972）
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暖
房
用
等
の
建
築
物
用
地
下
水
を
対
象
と
し
た

　
「
建
築
物
用
地
下
水
の
採
取
の
規
制
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
指
定
地
域
に
つ
い
て
は

効
果
を
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
地
下
水
採
取
規
制
を
目
的
と
す
る
単
独
法

で
あ
り
、
地
下
水
の
保
全
を
目
的
と
す
る
総
合

立
法
は
ま
だ
制
定
ま
で
に
至
っ
て
な
い
。
元
来

わ
が
国
は
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
水
管

理
に
対
す
る
制
度
は
諸
外
国
に
此
べ
て
遅
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
。
民
法
で
は
現
在
、
地
下
水

に
関
す
る
所
有
権
は
土
地
の
所
有
権
に
属
す
る

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
地
下
水
の
運
動
は
必

ず
し
も
土
地
の
所
有
区
画
内
で
起
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
地
下
水
採
取
者
は
多
量
の
揚
水

の
結
果
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
地
下
水
位
を
低

下
さ
せ
、
種
々
の
地
下
水
障
害
を
ひ
き
起
し
、

そ
の
対
策
と
し
て
、
高
潮
対
策
事
業
や
低
地
排

水
事
業
等
の
公
共
事
業
で
多
額
の
代
価
が
支
払

わ
れ
て
い
る
。
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、
江

東
デ
ル
タ
地
帯
に
お
け
る
地
盤
沈
下
の
経
済
的

損
失
は
、
昭
和
三
十
六
年
～
四
十
五
年
の
十
年

間
で
予
防
的
費
用
と
修
繕
的
費
用
を
合
せ
て
七

四
〇
億
円
（
昭
和
四
十
五
年
価
格
）
の
公
共
支

出
が
あ
っ
た
。
図
―
１
は
日
本
列
島
に
お
け
る

水
収
支
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
下
水
に

つ
い
て
は
年
間
二
〇
億
m
3
の
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。

地
下
水
と
地
盤
沈
下

程
度
の
低
い
値
に
な
る
。
深

層
の
被
圧
地
下
水
の
場
合

は
、
こ
れ
よ
り
相
当
小
さ
い

と
考
え
ら
れ
る
。
最
近
、
ト

リ
チ
ウ
ム
（
３
Ｈ
）
や
（
C
1
4
)

な
ど
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
用

い
て
地
下
水
の
年
代
測
定
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
南
関
東
の
深
層
地
下

水
は
二
十
年
以
上
と
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
も
昭
和
四
十

八
年
に
市
域
の
深
井
戸
水
に

｀
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

　
平
均
的
に
み
て
四
〇
年
以
上

　
の
水
と
い
う
結
果
を
得
て
い

　
る
。
こ
の
よ
う
に
地
下
水

　
（
特
に
被
圧
地
下
水
）
の
涵

養
は
極
め
て
小
さ
く
、
過
剰

　
地
下
水
と
は
、
地
下
に
あ
っ
て
地
層
を
飽
和

し
て
い
る
水
を
呼
ん
で
い
る
が
、
土
粒
子
と
共

に
地
盤
を
構
成
し
て
い
る
重
要
な
要
素
で
あ

る
。
地
下
水
の
賦
存
量
は
地
球
上
の
淡
水
の
う

ち
極
水
を
除
け
ば
最
大
と
い
わ
れ
、
日
本
各
地

に
お
い
て
も
そ
の
推
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

関
東
地
方
で
は
、
四
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
億
ト

ソ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
賦
存
量
の
全
量

が
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
砂
疎
層
の
よ

う
な
透
水
性
の
高
い
地
層
に
含
ま
れ
て
い
る
水

で
な
け
れ
ば
利
用
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
こ

の
透
水
性
が
高
く
水
で
飽
和
さ
れ
て
い
る
推
積

層
を
帯
水
層
と
呼
ん
で
い
る
。

　
ま
た
地
下
水
の
賦
存
条
件
を
定
性
的
に
み
る

と
、
不
圧
地
下
水
と
被
圧
地
下
水
の
二
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
不
圧
地
下
水
と
は
大
気

と
直
接
つ
な
が
る
自
由
水
面
を
も
つ
も
の
で
、

地
表
面
の
気
象
等
の
諸
条
件
と
密
接
な
関
係
が

あ
り
。
地
下
水
位
は
降
水
に
敏
感
に
反
応
す

る
。
被
圧
地
下
水
は
上
下
の
不
透
水
層
あ
る
い

は
難
透
水
層
に
よ
っ
て
被
圧
さ
れ
圧
力
水
頭
面

を
も
っ
も
の
で
あ
る
。
各
々
の
賦
存
量
は
帯
水

層
の
体
積
か
ら
、
被
圧
地
下
水
の
方
が
圧
倒
的

に
多
い
。

　
地
下
水
を
利
用
す
る
上
で
こ
れ
ら
の
自
然
涵

養
量
を
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
地

域
、
土
質
、
地
質
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る

が
、
河
川
の
渇
水
流
量
か
ら
算
出
す
る
と
お
よ

そ
一
m
m
／
日
程
度
と
い
わ
れ
る
。
即
ち
安
全
利

用
量
で
い
い
か
え
る
と
、
一
m
3
／
一
〇
〇
〇
m
3

図―２　地盤沈下のメカニズム

な
揚
水
に
よ
っ
て
地
下
水
位
が
低
下
す
る
と
、

そ
れ
に
伴
い
自
浪
井
の
停
止
、
井
戸
の
涸
渇
、
地

盤
沈
下
’
地
下
水
の
塩
水
化
、
地
下
水
汚
染
、

あ
る
い
は
圧
気
工
事
に
。
よ
る
酸
欠
空
気
の
発
生

な
ど
の
環
境
破
壊
を
誘
起
す
る
。

地
盤
沈
下
と
は
あ
る
拡
が
り
を
も
っ
て
地
盤

が
Ｉ
様
に
あ
＆
い
は
不
整
い
に
低
下
す
る
現
象

を
さ
す
が
、
そ
の
原
因
を
大
別
す
る
と
地
殻
変

動
に
よ
る
も
の
、
荷
重
に
よ
る
圧
密
沈
下
及
び

地
下
水
位
の
低
下
に
よ
る
圧
密
沈
下
に
分
け
ら

れ
る
。
地
殻
変
動
に
よ
る
も
の
は
自
然
現
象
と

考
え
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
変
動
量
も
一
m
m
／

年
程
度
と
い
わ
れ
る
。
荷
重
に
よ
る
圧
密
沈
下

は
軟
弱
地
盤
の
盛
土
造
成
地
等
に
発
生
す
る
も

の
で
、
地
耐
力
不
足
に
よ
う
て
生
ず
る
も
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
あ
げ
た
地
下
水
の
人
為
的
な

過
剰
揚
水
に
よ
る
地
下
水
位
の
低
下
に
よ
っ
て

発
生
す
る
地
盤
沈
下
は
そ
の
速
度
も
大
き
く
、

公
害
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
地
層
の
深

い
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
被
圧
地
下
水
は
地
表
面

に
近
い
不
圧
地
下
水
よ
り
補
給
（
涵
養
）
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
大
量
に
揚
水
す
る
と

帯
水
層
の
水
平
・
上
下
方
向
か
ら
水
を
吸
い
寄
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せ
、
空
隙
を
補
充
し
よ
う
と
す
る
。
特
に
上
部

の
軟
弱
層
は
水
が
取
り
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

間
隙
水
が
脱
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
層
が
圧

密
（
収
縮
）
し
。
地
表
面
の
沈
下
と
し
て
現
わ

れ
る
。
図
―
２
は
以
上
の
こ
と
を
単
純
化
し
て

描
い
た
も
の
で
あ
る
。

本
市
の
地
盤
沈
下
の
現
況

は
細
粒
の
堆
積
物
と

上
部
で
は
砂
が
ち
の

粘
土
、
シ
ル
ト
を
主

体
と
す
る
軟
弱
地
層

で
あ
る
。
図
―
３
は

本
市
域
に
お
け
る
沖

積
層
の
平
面
分
布
状

態
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
軟

弱
地
層
帯
は
地
盤
沈

下
の
現
状
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
し
、
今
後
の

予
測
や
防
止
策
を
構

ず
る
上
で
大
い
に
役

立
つ
。

②
―
地
盤
沈
下
の
調

　
　
査
方
法

　
地
盤
沈
下
の
調
査

は
一
般
に
面
的
調
査

と
点
的
調
査
の
方
法

①
―
本
市
の
地
形

　
前
述
し
た
よ
う
に
地
下
水
位
の
低
下
に
よ
っ

て
脱
水
収
縮
す
る
地
層
の
主
な
も
の
は
沖
積
層

と
呼
ば
れ
る
軟
弱
地
層
で
あ
り
、
こ
の
分
布
状

態
を
知
る
こ
と
は
地
盤
沈
下
対
策
上
重
要
で
あ

る
。
本
市
は
地
形
的
に
は
手
指
の
よ
う
に
分
岐

し
た
丘
陵
地
帯
と
そ
の
間
を
満
た
す
沖
積
低
地

か
ら
で
き
て
い
る
。
丘
陵
地
域
は
、
登
戸
と
原

町
田
を
結
ぶ
線
を
境
い
と
し
て
南
東
に
広
が
っ

た
多
摩
丘
陵
の
低
位
丘
陵
地
帯
で
、
西
北
面
か

ら
南
東
に
ゆ
る
く
傾
斜
し
、
地
層
的
に
は
基
礎

岩
盤
の
上
に
関
東
ロ
ー
ム
層
を
主
体
と
す
る
洪

積
堆
積
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
本
市
の

主
な
市
街
地
は
鶴
見
川
、
帷
子
川
、
大
岡
川
、

境
川
、
柏
尾
川
に
沿
っ
た
沖
積
低
地
と
人
工
的

に
造
成
さ
れ
た
埋
立
地
に
発
達
し
て
い
る
。
沖

積
層
と
は
地
質
学
上
最
近
の
地
層
で
、
基
盤
の

起
伏
の
状
態
に
よ
っ
て
そ
の
厚
さ
は
異
な
る
が

一
般
に
丘
陵
地
や
台
地
の
基
部
は
う
す
く
、
こ

れ
を
離
れ
る
に
つ
れ
て
増
大
し
。
厚
い
と
こ
ろ

で
は
四
〇
ｍ
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
構
成
的
に

本市域における沖積層の分布状況図― 3

で
行
っ
て
い
る
。
面
的
調
査
は
市
域
に
設
け
た

水
準
基
標
に
つ
い
て
測
量
法
に
基
づ
い
て
地
盤

の
変
動
状
況
を
把
握
す
る
も
の
で
、
現
在
市
域

の
沖
積
平
地
を
主
に
、
一
六
、
〇
九
七
h
a
（
市

域
面
積
の
約
三
十
八
％
）
を
対
象
に
し
、
基
標

数
約
六
〇
〇
点
、
測
量
延
長
五
五
〇
㎞
に
つ
い

て
毎
年
一
回
定
期
的
に
測
量
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
点
的
調
査
と
は
地
盤
沈
下
地
点
を
中
心
に

観
測
井
を
設
置
し
、
地
下
水
位
と
地
盤
収
縮
量

を
測
定
す
る
も
の
で
、
現
在
市
内
入
力
所
（
表

１
２
）
で
、
最
新
の
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
観
測
を
実
施
し
て
い
る
。

③
―
本
市
の
地
盤
沈
下
の
状
況

　
横
浜
市
の
地
盤
沈
下
は
、
昭
和
の
初
期
、
鶴

見
・
神
奈
川
臨
海
部
の
京
浜
工
業
地
帯
で
発
生

し
、
第
二
次
大
戦
後
一
時
停
止
し
た
が
、
産
業

活
動
の
発
展
に
伴
い
、
昭
和
二
十
六
年
頃
か
ら

再
び
発
生
し
、
昭
和
三
十
年
頃
に
な
る
と
都
心

部
や
内
陸
部
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
近
の
最
も
激
し
い
沈
下
は
帷
子
川
河
口
の
横

浜
駅
周
辺
で
あ
る
。
図
―
４
は
こ
の
地
域
の
代

表
的
な
水
準
点
の
沈
下
状
況
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
昭
和
四
十
六
～
四
十
八
年
に
は
年
間

一
○
㎝
を
超
え
た
地
点
も
あ
り
、
西
口
南
幸
の

児
童
公
園
で
は
測
量
開
始
以
来
累
計
八
三
㎝
に

達
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
建
造
物
の
抜
け
上
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表
―
2
　
観
測
井
戸
―
覧
表

り
、
上
・
下
水
道
、
ガ
ス
管
等
の
地
下
埋
設
物

の
損
壊
と
い
っ
た
直
接
的
被
害
か
ら
、
低
地
下

に
よ
る
内
水
排
除
、
高
潮
災
害
の
危
険
性
の
高

ま
っ
た
所
も
発
生
し
て
い
る
。

　
表
―
３
、
図
―
５
は
最
近
五
年
間
の
沈
下
状

況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
過
去
発
生
し
て

い
た
鶴
見
・
神
奈
川
臨
海
部
が
工
業
用
水
の
供

給
に
よ
り
停
止
し
、
か
わ
っ
て
横
浜
駅
周
辺
や

内
陸
部
に
移
っ
て
い
る
。
特
に
横
浜
駅
周
辺
は

一
〇
㎝
以
上
の
沈
下
面
積
が
八
二
・
五
h
a
に
及

ん
で
い
る
。
ま
た
市
域
全
体
で
沈
下
に
よ
り
失

わ
れ
た
土
量
は
約
一
五
〇
万
m
3
で
、
霞
が
関
ビ

ル
の
三
倍
の
量
に
相
当
す
る
。
表
―
４
は
沈
下

地盤沈下被害写真

建築物基礎の抜け上り（横浜駅周辺）

地下埋設物管の露出（横浜駅周辺）

図－４　横浜駅周辺の地盤沈下経年変化図
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量
別
面
積
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
、
全
体
的

に
み
る
と
、
や
や
鎮
静
化
の
傾
向
に
あ
る
と
い

え
る
が
、
五
十
二
年
度
調
査
に
よ
る
と
年
間
三

一
m
m
を
超
え
る
沈
下
面
積
が
二
一
八
h
a
あ
り
、

最
大
沈
下
量
も
戸
塚
区
上
倉
田
で
五
二
・
九
m
m

を
記
録
し
て
い
る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
横
浜

駅
周
辺
、
早
渕
川
流
域
の
港
北
区
勝
田
・
南
山

田
町
、
鶴
見
川
中
流
部
の
港
北
区
新
横
浜
駅
周

辺
、
柏
尾
川
流
域
の
戸
塚
駅
周
辺
や
緑
区
佐
江

戸
地
区
で
あ
る
。

表―3　最近5年間の地区別累計沈下面積表（昭和48～52年度）（単位：ha）

　
特
に
戸
塚
駅
周
辺
や
新
横
浜
駅
前
周
辺
は
都

市
環
境
の
再
整
備
や
開
発
が
計
画
さ
れ
て
お
り

今
後
大
型
建
設
工
事
等
に
よ
る
地
盤
沈
下
の
進

行
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
地
盤
沈
下
の
原
因
は
一
般
に
は
事
業
場
等
に

よ
る
地
下
水
の
過
剰
揚
水
で
あ
る
が
、
本
市
の

場
合
こ
れ
に
加
え
て
、
横
浜
駅
周
辺
の
よ
う
に

建
設
工
事
に
伴
う
此
較
的
浅
い
層
か
ら
の
水
の

排
除
や
、
土
の
大
規
模
な
形
質
変
更
に
よ
る
地

盤
の
変
化
を
あ
げ
る
と
と
が
で
き
る
。
戸
塚
駅

周
辺
は
工
業
用
水
も
供
給
さ
れ
て
お
り
、
小
規

模
な
地
下
水
揚
水
は
あ
る
が
、
軟
弱
地
盤
と
の

複
合
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
佐
江

戸
地
区
は
代
替
用
水
の
未
整
備
な
こ
と
も
あ
り

工
業
用
水
と
し
て
の
揚
水
量
も
多
く
、
ま
た
軟

弱
地
盤
の
盛
土
造
成
に
よ
る
圧
密
沈
下
と
考
え

ら
れ
る
現
象
も
一
部
の
地
区
で
み
ら
れ
る
。

①
―
地
下
水
の
採
取
規
制

地
下
水
の
採
取
を
規
制
す
る
法
制
と
し
て
は

現
在
、
工
業
用
地
下
水
を
対
象
と
し
た
「
工
業

図―５　最近５年間の地域地盤沈下量（昭和48～52年度）

用
水
法
」
と
、
冷
暖
房
等
の
建
築
物
用
地
下
水

を
対
象
と
し
た
「
建
築
物
用
地
下
水
の
採
取
の

規
制
に
関
す
る
法
律
」
　
（
通
称
ビ
ル
用
水
法
）

が
あ
る
が
、
本
市
域
で
は
工
業
用
水
法
に
よ
り

鶴
見
・
神
奈
川
両
区
の
京
浜
急
行
電
鉄
本
線
以

南
の
地
域
が
昭
和
三
十
四
年
に
指
定
地
域
と
な

り
、
同
四
十
三
年
、
工
業
用
水
へ
の
強
制
転
換

の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
図
―
６
は
鶴
見
区
元
宮

に
あ
る
市
場
観
測
井
の
地
下
水
位
の
変
動
状
況

を
示
し
た
も
の
だ
が
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
Ｔ

・
Ｐ
マ
イ
ナ
ス
三
三
ｍ
ま
で
低
下
し
た
地
下
水

位
は
、
工
業
用
水
転
換
後
は
年
々
水
位
が
上
昇

し
。
四
十
九
年
に
は
Ｔ
・
Ｐ
マ
イ
ナ
ス
一
七
ｍ

ま
で
回
復
し
、
地
盤
沈
下
は
停
止
し
た
。
そ
の

後
も
水
位
は
上
昇
の
傾

向
に
あ
り
、
こ
れ
に
伴

っ
て
地
盤
も
隆
起
（
リ

バ
ウ
ン
ド
）
し
て
い
る
。

こ
の
工
業
用
水
は
現
在

地
盤
沈
下
防
止
を
目
的

と
し
た
相
模
湖
系
統
と

産
業
基
盤
整
備
を
目
的

と
す
る
馬
入
川
系
統
で

工
業
用
水
法
の
指
定
地

域
を
含
む
鶴
見
・
神
奈

川
両
区
（
昭
和
五
十

二
年
度
一
二
五
千
m
3
／

日
）
を
始
め
、
西
地
区

(
同
六
・
六
千
m
3
)
、
戸
塚

地
区
（
同
九
・
三
千
m
3
）
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表－4　沈下量別面積推移表（昭和48～52年度）（単位：ha）及
び
根
岸
地
区
（
同
五
三
千
m
3
）
に
、
合
計
一

九
四
千
m
3
／
日
供
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
地
下
水
揚
水
に
代
る
代
替
水
と
し
て
工
業
用

水
を
供
給
す
る
こ
と
は
、
地
盤
沈
下
防
止
の
上

で
効
果
が
あ
る
が
、
市
人
口
増
に
よ
る
水
需
要

も
増
え
、
水
資
源
開
発
は
限
界
に
き
て
い
る
と

い
わ
れ
る
現
在
、
開
発
が
進
行
し
た
内
陸
部
に

工
業
用
水
道
を
増
強
整
備
す
る
こ
と
は
、
は
な

は
だ
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　
工
業
用
水
法
の
指
定
地
域
以
外
は
、
神
奈
川

県
公
害
防
止
条
例
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
六
年
に

旭
区
及
び
瀬
谷
区
を
除
く
全
て
の
区
が
、
ま
た

昭
和
四
十
八
年
に
は
旭
区
及
び
瀬
谷
区
も
地
域

指
定
さ
れ
、
日
量
一
〇
〇
m
3
以
上
の
地
下
水
利

図一６　工業用水使用量と地下水位の経年変化

用
者
に
対
し
て
そ
の
内
容
の
届
出
、
揚
水
量
の

報
告
等
邱
義
務
付
け
ら
れ
、
本
市
は
こ
れ
に
も

と
づ
い
て
地
下
水
採
取
の
規
制
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
表
―
５
は
地
域
別
揚
水
量
の
内
訳
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
工
業
用
に

利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
表
―
６
に
そ
の
用

途
別
利
用
状
況
を
示
し
た
。

　
な
お
現
在
二
〇
都
府
県
、
六
〇
市
町
村
が
独

自
の
条
例
に
よ
っ
て
規
制
を
し
て
い
る
が
、
モ

の
形
式
と
し
て
は
公
害
防
止
条
例
と
し
て
制
定

し
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
水
源
保
全
、
水
利

用
合
理
化
の
見
地
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
る
例
も

あ
る
。
規
制
方
法
も
単
な
る
届
出
制
の
も
の
、

許
可
制
の
も
の
か
ら
、
愛
知
県
や
三
重
県
の
よ

う
に
、
既
存
の
井
戸
に
対
し
て
一
定
期
間
内
に

削
減
を
義
務
づ
け
る
よ
う
な
厳
し
い
も
の
ま
で

あ
る
。

②
―
横
浜
駅
周
辺
地
盤
沈
下
対
策

　
こ
の
地
区
は
、
戦
後
本
市
の
区
画
整
理
事
業

に
よ
り
新
市
街
地
と
し
て
次
第
に
発
展
し
、
今

日
県
下
最
大
の
繁
華
街
と
し
て
隆
盛
を
み
て
い

る
。
一
方
地
質
地
層
的
に
み
る
と
、
帷
子
川
の

河
口
に
位
置
し
、
古
く
は
新
田
開
発
の
干
拓
地

で
軟
弱
地
盤
が
厚
く
し
か
も
複
雑
に
入
り
く
ん

だ
悪
条
件
下
に
あ
る
。
従
っ
て
当
然
開
発
に
伴

う
地
盤
沈
下
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
市
で
は
昭

和
三
十
五
年
に
水
準
点
を
設
置
し
、
沈
下
状
況

の
監
視
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
三

十
三
～
三
十
九
年
に
か
け
て
の
第
一
期
ビ
ル
ラ

ッ
シ
ュ
の
時
代
に
著
し
い
沈
下
現
象
を
生
じ
、

そ
の
後
一
時
小
康
状
態
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
四

十
五
牟
以
降
同
駅
周
辺
で
高
層
ビ
ル
、
地
下
鉄

高
速
道
路
な
ど
の
大
規
模
な
工
事
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
句
に
伴
い
、
昭
和
四
十
六
～
四
十
九
年

に
は
年
間
沈
下
量
が
一
〇
㎝
を
超
え
る
地
点
が

多
く
観
測
さ
れ
、
建
造
物
の
基
礎
部
分
の
抜
上

り
や
地
下
埋
設
物
の
破
損
等
の
被
害
が
発
生
し

た
。
ま
た
昭
和
四
十
八
年
の
同
駅
周
辺
一
帯
の

地
盤
高
調
査
の
結
果
、
昭
和
四
十
年
に
は
二
・

五
h
a
で
あ
っ
た
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
満
潮
時
）

地
帯
が
二
〇
h
a
に
拡
大
し
て
い
た
。
図
―
７
は

岡
野
公
園
内
の
観
測
井
の
地
下
水
位
と
地
盤
沈

下
の
観
測
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
四

十
七
年
当
初
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
八
㍍
近
い

水
位
低
下
を
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
今
後
と
も
沈
下
が
進
む
可
能
性
が
つ
よ
く

一
般
建
築
物
は
も
と
よ
り
、
ガ
ス
、
上
下
水
道

通
信
施
設
、
道
路
鉄
道
等
の
公
共
施
設
の
被
害

が
拡
大
し
得
る
こ
と
、
高
潮
や
地
震
に
起
因
す

る
二
次
災
害
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
等

都
市
環
境
の
保
全
上
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
早
急
に
対
策
を
構
ず
る
必
要

に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
局
で
は
、
地
区
内
で
実

施
さ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
に
よ
り
地
層
地

質
を
詳
細
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
観
測
井
や

地
区
内
の
水
準
基
標
の
経
年
変
動
量
な
ど
を
も

と
に
地
盤
沈
下
現
象
の
解
析
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
関
係
各
局
区
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
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ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
検
討
を
重
ね
た
。
そ

の
結
果
、
地
盤
沈
下
の
原
因
は
諸
建
設
工
事
に

伴
う
地
下
水
排
除
と
軟
弱
地
盤
の
自
然
圧
密
と

の
複
合
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
下
し

た
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
昭
和
五
十
年
九
月
に

同
駅
周
辺
地
区
の
う
ち
軟
弱
地
盤
が
厚
く
沈
下

表―5神奈川県公害防止条例対象井戸の地域別揚水量

表―6　地区別用途別地下水利用状況（県条例届出対象事業場）（昭和52年度）

図―7　岡野公園観測所の地盤と地下水位の変動状況
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量
が
年
平
均
二
㎝
を
超
え
る
三
七
五
h
a
を
地
域

指
定
し
、
地
下
水
の
採
取
規
制
及
び
堀
さ
く
作

業
を
伴
う
建
設
工
事
な
ど
の
工
法
の
指
導
を
主

図一８　高潮対策事業の概要（神奈川県52年度）

な
内
容
と
す
る
、
横
浜
駅
周
辺
地
盤
沈
下
対
策

指
導
要
綱
を
施
行
し
た
。
以
後
地
下
水
位
は
年

々
回
復
の
傾
向
に
あ
り
、
沈
下
量
も
現
在
三
〇

m
m
程
度
に
収
ま
り
つ
つ

あ
る
。
な
お
こ
の
要
綱

に
も
と
づ
く
審
査
件
数

は
施
行
以
来
二
〇
〇
件

と
な
っ
て
い
る
。
図
―

８
は
現
在
本
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
高
潮
対
策

事
業
の
概
要
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

直
接
的
に
は
沈
下
な
ど
の
ご
被
害
現
象
を
喰
い
止

め
名
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、
地
下
水
の
保
全

利
用
あ
る
い
は
地
下
水
汚
染
ま
で
の
問
題
を
含

め
て
根
本
的
な
対
策
を
構
ず
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
地
下
水
は
目
で
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地

盤
沈
下
等
の
現
象
は
自
然
を
介
し
て
ジ
ワ
ジ
ワ

と
生
じ
て
く
る
尤
の
で
、
健
康
被
害
、
感
覚
公

害
と
い
っ
た
他
の
公
害
現
象
の
基
準
で
把
え
る

性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
地
盤
沈
下
等
に
よ
る

経
済
的
損
失
は
相
当
な
量
に
達
す
る
と
推
定
さ

れ
る
が
、
そ
れ
は
被
害
者
（
対
沈
下
対
策
用
の

構
造
や
工
法
の
採
用
と
い
う
形
を
含
め
て
）
や

公
共
投
資
で
償
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
公
害
対
策
の

基
本
原
則
で
あ
る
Ｐ
・
Ｐ
・
Ｐ
（
汚
染
者
負
担

の
原
則
）
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
の
場
合
の

よ
う
に
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
地
下
水
の
保
全
や
地
盤
沈
下
の
防
止
に
関
す

る
総
合
立
法
の
制
定
の
必
要
性
も
古
く
か
ら
い

わ
れ
て
お
り
、
環
境
庁
は
昭
和
五
十
年
二
月
に

　
「
地
盤
沈
下
防
止
法
案
要
綱
」
を
作
成
し
、
地

下
水
に
関
係
す
る
他
省
庁
と
調
整
を
重
ね
た
が

地
下
水
問
題
は
利
害
の
対
立
が
多
い
だ
け
に
調

整
は
難
航
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
い
う
ま

お
わ
り
に

　
地
盤
沈
下
な
ど
の
地

下
水
障
害
は
地
下
水
利

用
に
関
し
て
、
こ
の
過

剰
揚
水
と
い
う
行
為
に

よ
っ
て
大
地
の
地
盤
構

成
要
素
で
も
あ
る
地
下

水
環
境
が
破
壊
さ
れ
る

結
果
生
ず
る
現
象
で
、

で
も
な
く
水
は
わ
れ
わ
れ
人
間
に
と
っ
て
基
本

的
な
資
源
で
あ
り
、
生
活
か
ら
生
産
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
深
い
関
連
が

あ
る
。
水
行
政
は
一
元
化
し
得
る
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
一
元
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
水
資
源
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
も
の
の
考
え

方
で
あ
り
、
地
下
水
は
も
は
や
経
済
財
で
は
な

く
有
限
な
公
共
財
だ
と
い
う
認
識
が
必
要
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
公
害
対
策
局
水
質
課
主
査
〉
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